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岩 松 浅 夫

(承 前)57)

B.裏 面

この裏 面 も,内 容 的 に は表 面 と同様 に仏 教 の僧 伽 につ い て,そ の特 徴 や特 長

(功徳)な どを説 き,述 べ た もの とい う こ と に な ろ う。 た だ し,前 の表 面 の場

合 には僧 伽一 つ ま り,具 体 的 に は,そ れ の構 成 員 で あ る比 丘?に 洗 浴,

特 に蒸 気 浴(ま たは,蒸 風 呂。jentaka/jantaka-snatra-)を 布 施 す る こ との 功 徳 を説

き,そ れ を強 調 す る のが 目的 で あ った よ うに見 受 られ る の に対 して,こ の裏 面

よう

ではその僧 伽 に属すべ き比丘 のあ り様 が,つ ま り僧伽 には どの ような人 間一比

丘が見 られ存す る(べ き?な)の か とい うことが問題 とされ てい る 一一一そ こに

主眼が置かれ てい る(ら しく思 われ る),と い うことになろ う。

一方
,そ こで また,そ の ような こ とを主 なテーマ とす る この裏面 を他 の経論

との関係,つ ま り同 じ若 し くは類 同の内容 やモチー フ等 を有す る もの=経 論 が

他 に存 し知 られ るのか とい う観 点か ら見 てみる と,先 の表面が全 同で はない に

して も 『アヴ ァダーナ シャタカ』 との何 らかの,と 言 うよ りもあ る程 度 一か

な り!?一 密接 な関係 が認 め られ,そ れか ら話素 も一部承 けた りしてい る らし

く考 え られ るの に対 して,こ の裏面 の方 は,第5偶 で触 れ られ る摩詞波 闊波提

に よる仏へ の衣の供養 とい うよ く知 られた話(伝 承)を 別 にすれ ば,類 似 した

り共通す る内容の もの一一伝 承 や話素 な ど は他 には殆 ど知 られ ない とい う

こ とにな ろ う。す なわ ち,そ の(衣 供養の)伝 承 とい うの は,成 道 後 暫 く し

て?初 めて?ま たは何度 目かに?一一一仏つ ま り釈 尊が故郷 のカ ピラヴァ
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ス ト ゥ(kapilavastu;Pa.kapilavatthu)に 帰 郷 さ れ た と き,仏(釈 尊)の 嬢 母 で ま

た 養 母 で も あ っ た 摩 詞 波 闊 波 提(大 愛 道 と も。mahaprajapatigautamt;Pa.maha一

おり
pajapattg・tami)が 手 ず か ら 織 成 し た 「衣 」(Pa.dussayuga-dursa/dusya-yuga-)58)

さ さ

を仏 に献上 げ よう としたが,仏 はそれ を自分0人 にではな く僧伽 に布施すべ き

だ として受取 られ なか ったTそ のため摩詞波 閣波提 と仏 の間に暫 し遣取 りがあ

った後,最 後 に侍 者 の阿難(ananda)の 取 りな しで事 は落着 した,云 々 とい う

もので あるが59),こ の0例 を除いては,他 に対応す る既知の内容 の もの一一 伝

承や話素,乃 至教説 な ど一 は知 られ ないのではないか,と い うことであ る60)。

この ように,こ の裏面 の方 は,直 接 これ に対応 し乃至相 当す る もの一 経論

等一 はな く,そ れ どころか,内 容上 もこれ迄殆 ど全 く知 られ なか った新 しい

もの=テ キス トであ る と言 って よいであろ う。 それは ともか く,抄 写本,す な

わ ち書写 された もの とい う観点 か ら見 た場合 に も,こ の裏面 は判読 が不 明一不

能で あ った り困難 とされ る(さ れた)部 分 が多 く,つ ま り欠落 した部分 や箇所

が多 い とい うこ とで,そ れ だけ理解(解 読 ・読解)や 扱 い一 仏教 梵語 へ の還

元 な どの も難 しい もの とい うことになろ う。実際 に も,先 述 した ように,

この裏面 には全部 で14偶 記 されているわけであるが,そ の 中で も略完全 に,つ

ま り4つ の詩句(pada)と も全 てが大 略完全 な形 で残 されてい るの は高 々第2,

7,9,11,13の5偶 程度 で,残 る9偶 は程度 や量 に差 はあ る ものの何 らかの

形 や意味等 で欠落部が あ り61),す なわち不完全 な もの とい うこ とになろ う。 そ

して また,そ の ような ことのために,該 カローシュテ ィー文 書の多 くを,就 中

当の この第511番 の表面 も英 語訳 したバ ロー も,裏 面の方 につ いては訳 さず に

放 置 放棄?し た とい う次第で もあ ったわけであ る62)。

ともあれ,こ う して,内 容 の上か らは実質的 にこれ迄殆 ど全 く知 られなかっ

た もの(テ キス ト)で あ る とい うことや,ま た残 され た,つ ま り解読 一ローマ

字転写 されて出版 され たテキス トの本文部分 も大半 はそれぞれの偶毎 に欠落が

あ った り断片 的であった りして,し たが って各偶 それぞれ に意味 内容 の把握や

理解 が十分 には出来ず,そ のために読解 や和訳,仏 教梵語へ の復原 ・回復等 の

ことを行 った り試み る ことはそれ程 容易 とい うわ けでは決 して ないが,し か し
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全 く不可 能 とい うわ けで も必 ず しもな い ように思 われ る(少 な くとも,筆 者に

は)。そ こで,こ の裏 面(の 残 された部 分)に 対 して も,筆 者 の力 の及 ぶ範 囲

内で とい うこ とになるが,前 の表面 の場合 と同 じような ことを試 みてみ ること

に したい。

*******

ところで,そ の作業 に取掛 るために,試 みに この裏面の冒頭 の,つ ま り最初

の部分 を見 てみ る と,こ の面 も前 の表面 の場合 と同様 に,標 題 や前 置乃至序一

導入 の文一 散 文の!?な どはな く直 接本文 が,す なわ ち第1偶 か ら始 まる
のつけ

ように見 受 られ るが,そ れ は ともか く,特 に この面 の場合 には仰 の第1偶 の最

初か らか な りの部分 が,具 体 的 には冒頭 の第1詩 句 か ら第3詩 句迄(と 第4詩

句 の第1字=音 迄)が 失 われ 判読不能 で一,実 際 には第4詩 句(の 第2

字)か ら始 まってい ることが知 られる。 それは さて置 き,そ の第1偶 の 中では

唯0残 され た第4詩 句 の部分 を見 てみる と,そ れの文章一 文言か らこの第1偶

は,表 面の場合 とは異 なって,後 の本文部分 の言 わば 「序」 と言 うかそれ を引

出す ための もの,つ ま り導入部(文)の 如 きもの とな ってい る(い た?)ら し

い こ とが知 られ よう。そ こで,も しこの第1偶 が 内容的 に言 ってその ような,

つ ま り後の本文 部 を引出す ための導 入文的 な もので あった とすれ ば,そ れの今

は失 われた部分 を回復 ・復原 してや る一 そ れ も,韻 律(metre)の 要求 に もで

きるだけ合 致 し抵触 しない ような形 で のはそれ程 困難 なこ とで はない よう

に思 われ る。 因みに,そ の第1偶 の現在 残 された(ロ ーマ字転写 して示 された)

部分 とい うの は次 の如 きもの一 字(ま たは,音)で あ るが,こ れ を基 に または

参考 に して(仏 教)梵 語形へ と還元一 復原 し,ま た当該 の今 は失 われ た第1～

3詩 句 の部分 に関 して も筆者 な りに推測一 想定 し得 られ た回復形 を示す ことに

すれ ば,次 の如 くになるであろ う63)。
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…[sarviakamanasa
・,d]ito[srunotha]1.

(PτCCん伽 α#1(#Zbhiksukidrsa#2)・#supu励 ゐゐi#45岬8んe

d翻 π#5励Cα#6ゐ んagavdnya#7(#8ゐ αゐirdんα5岬8んe#8)1

ツe励 鋤 伽Pα1α 伽#4naanya#9興8ゐe#'O

dam#11)sarvi#12ekamanasa(mu)ditchsrunotha#1311111

〔和 訳 〕

1.(「 〔世 尊 に〕 お尋 ね します,僧 伽 に は どの よ う な比 丘 が 見 出 され る の で

し ょうか(ま たは,見 出 さるべ きで しょうか)。 ま た僧 伽 の外 にあ る(=僧 伽 には

いない)者(=比 丘)〔 とは どの よ うな者 た ちな の か〕,彼 らにつ い て 世尊 は お

説 き下 さい 。」

〔世 尊 は言 わ れ た〕 「こ の よ う な(一 次 の ような)者 た ち が 僧 伽 に は見 出 され

(または,見 出 さるべ きであ り),他 の(ニ そ うでない)者 た ち は 〔見 出 され〕 な
おんみ

い(で あ ろ う)。 〔その者 た ちにつ いて私 は説 こう。〕 それ を)汝 らは皆心 を

よろこび
一 に し

,喜 悦 〔の心 を もっ〕 て聴 け(聴 くが よい)。」

#1-Pτccん 伽 α5,m.c.・rprcchami?

(#2…#2)=施 細 吻 嗣 τ鋤,m.c.・rkadrsabhikhu?=ゐ ψ 鋤6ゐ 漉卿 αる,m.c。

#3・rkadrsd?=kidrsas,m.c.

#4こ の 語 形 に つ い て は,seeinfra*9.

#5=4θ5αy伽,m.c.or4θ 吻 伽2(韻 律 上 は,第2,3の 短 音2つ で 長 音 に代 え る

所 謂 るhypermetricの 形 に な っ て い る と見 れ ば,4e5α ッ伽 の ま ま で も可 。)

#60rpi?=api.

#70ryi2=ye,m.c.

(#8…#8)こ の語 句 一 言 表 に つ い て は,see,e.g-,infrav.2,pada3.

#90ranyi2=anye,m.C.

#100rbadse?(も し こ ち ら の 方 の 回 復 一 補 い の 語 形 を採 る とす れ ば,後 半 部 の 訳

は 「(… … 〔世 尊 は言 わ れ た〕 「この よ う な者 た ち が 〔僧 伽 に は〕 見 出 さ れ,他 の 者

　 　 　 ゆ コ

た ち は 〔見 出 され〕 な い(で あ ろ う)。 〔その 者 た ち につ い て〕 私 は説 こ う。 そ れ
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を)… … 」」 の如 くな ろ う。)

#llこ の 語 形 に つ い て は,seeinfra*1.

#12こ の 語 形 につ い て は,seeinfra*2.

#13こ の 語 形 に つ い て は,seeinfra*4.

この ような筆者 の,特 に第1偶 全体 の4分 の3(以 上!)に も及ぶ とい うか

な り長大 な欠落部 に対 す る補 い=復 原 ・再構 の試みが どれ程正鵠 を射 得てい る

のか とい うことにつ いて は,筆 者 として は実 は心許 ない限 りで あるが,そ して

実際 に も識 者の眼 な どか らすれば噴飯 もの とい うことになるのか もしれ ないが,

否,む しろそれ以上 に,こ の ようなこ とを行 った り試 み ようとす る こと自体 が

不遜 であ った り,ま た学徒(学 問の徒)や 研 究者 な どと して の領分 を越 え る も

の と して問題乃至 疑 問視 され,更 には批判 の対象 ともな るのか もしれ ないが

特 に,厳 格 で厳密 な文献批判(の み?)を もって任 じられ る ような方か ら

は 一,そ れ らの こと(問 題点や批判など)に ついて は ともか くとして,こ の よ

うな ことを試 みてみ るこ とも決 して無意味 で無益 な許 りで はあ るまい と思われ

る ことか ら,敢 て行 ってみ た とい う次 第である。

それ は ともか く,こ こで,こ の裏面 に対 して も前 の表面 と同様 の こ とを,つ

ま り残 された現存 テ キス ト部分 か らそれのサ ンスク リッ トー 若 し くは,仏 教

梵語一一形へ の回復 ・復原 や,和 訳等 の ことを行 ってみ るこ とに したい。

…20[sarviekamanasa
..d]ita[srunotha]211

一 一Ul-一 ∪UIU-UlU--Ul-U

-一Ul-一 ∪ ∪1u-UlU-Ul-U

--ul-uulu-ulu-ul-u
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(dam*1)sarvi*2ekamanasa(mu}ditch*3srunotha*4111「1

sudh[artha]22samghasadatosucivigha[garbha]2s

nastivivarnacarana12upalabhisa卑ghe
..

yesavivarnacaranal2tebahirdhasamghe

yecavi6udhacarana12upa語bhisa甲ghe2

suddhartha*5sa甲ghasatata!n*66uciladdhalabho*7

(*8nastiViVaY'Tlacara耳a単*8)upalabbhi*9sa甲ghel

yesamvivarnacaranamti*1°bahirdhasamghe

yecavisuddhacaranaupalabbhi*gsa甲ghell211

yecavisudhamanasvinavi,,z4ktabu..

■ ■ ● ● ●

..................25

●

● ■

oo

[upala]bhisamghe
OO

■

... ・・…(3)

yecavisuddhamanasvina*11vimukta*121)u(ddhi)*13

‐ ‐U‐UUU‐upalabbhi*9samghe

-ul_uulu-ulu-ul-u

--ul-uulU-ulU-ul-u11311

○ の

鱒 …9 .26[neyatiVata.i27]

ye..[vi]....[carana12]..[..]sa!Pghinisa28

yebhomtisilarahitatobahirdhasamghe4

-一Ul-uUlU-UlU-Ul一 玉」

一 一 ∪-UUU-(*14neyatiVata
.i*14)1

(*15ye(sanのvi(varna)carana!n*15)(*16(髭*17na)*16)sa甲ghi*18

nityam*19
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yebhonti*20silarahitahti*lobahirdhasamghell411

yathagotamigrahiyavastrasuvarnavarna

niryadayatiupagammyanararsabhasya

samghidadahiavayati[naeva]sasta

(41)

yatha*21gotamigrahiya*z2vastrasuvarnavarnam

niryadayati*23upagamya*24nara*25r争abhasyal

samghe*26dadahi*z7avayatinaevaBasta

(*28-一Ul-∪UlU-UlU-Ui-L」*28)II511

......................

…29[rya]dayatiupagammyanararsabhasya

samghidatahiavayatinaevasasta

[atraca.irna30]vipulama[musa]vipula42

(*29--UI-UUIU-UIU-UI-U*29)

(ni)ryadayati*23.*30upagamya*24nararsabhasya

samghe*26dadahi*27avayatinaevasasta

(*aievamca`sa甲gha*31)vipulo(*32mamusa*32)vipula*3311611

yoathavarnaabhanimunisatamasya
..

sosahasrachaavaciupasamkramitva

kvay[e]thabhotivipulavinayahika甲eha

tasyajinaavacisamghiguruktamasya43

yoattha*34varnaabhani*s5munisattamasya

sa*36sahasra-aksa*37avaci*38upasamkramitval

(*3gkvayesa*40bhoti*41vipulavinayayakamksa*39)

tasy益jinoavacisamghi*18guruttamasya*4211711
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yavamti[apratime]

・・・・・…siupalabhi[bhuyo32]

..

yathasobha33na34ganavara34ganautamasya4

yavantiapratimi*43-UU-U-U

-一Ul-∪UlU-一UlU-Ul一 玉」

‐ ‐U‐UUU‐upalabbhi*sbhuyo

yatha*21sobhano(*44ganavarogana-uttamasya*44)・*4511811

[ye]cakravarti[j]i[na]naanuvart..[ki.ti]

abhimnamargasugateparipalayamti

dukhacadukhaprabhavacanirodhamarga

tepra五apara脚igateupa誇bbisa甲ghel1

(*46yeCakraVarti*47jinanamanUVartyakirtim*46)

abhinna*48margasugateparipalayanti

dukkhas*49cadukkha-prabhavas*50canirodhamargah

tepra面a*51paramigate*52upalabbhi*9samghellgll

yeprai35namtipid'akanisamaptatrim

36[prasachada]

totadrrsasrutabalenupalabhisamghe42

yeprajananti*53pitakanisamaptatrini「
一 一ul_uulu-ulu-u{-u

-一 ∪-UUU-∪ ∪(*54prasachada*54)

tetadrsah6rutal)alen'upalabbhi*9samgheIlloll
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ye...,1a3?dhvabahudhanajanemtiharsa

[utsuka]tesabhavatialabhitvalabha

meruvaparvatasamamakhilaakupya

tosailarajasadrrsaupalabhisamghi[43]

ye(laゐ んα*55)laddhva*56bahudbana*57janenti*58harsam

utsukatesa*59bhavatialabhitva*fiOlabham

(*61mer廿va*61)parvatasama甲akhilamakupya

tesailarajasadrsaupalabbhi*gsa甲ghe*62111111

yesana[sujita]mihamtribhava[nakimci]

.....................38[ca]..[su]..[na]..

[ye]..[bhayanasava]..[yoparivarja]yamti

[su]khajitajinasutaupalabhisamghe10200

yesamnasocitam*63iham*64tribhav珈a*65kimci

--U-∪ ∪ ∪ 一(*66CaUSUUnaU*66)l

ye(sam)*67bhayona(*68sava..yo*68)parivarjayanti

soka*69jitajinasutaupalabbhi*gsamgheIf1211

yeCaVi[vikta]3gSUg[U]na40girikamtaresu

acha1nbhiyoyathacasimghamrgana12raja

sumnyavihariparamamaranavihari

tojanaparamigata[u]palabhisamghe[103]
..

yecaviviktasugunagirikantaresu

acchambhiyo*70yathacasimgha*71mrgana*72rahal

sunya*?3vihariparama叩aranaviari

tojhana*74paramigataupalabbhi*gsamgheII1311
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41[naca「amti]9unaaprameka104

一 一ul-uulu-ulu-ul-u

-一Ul-uUlU-UlU-ui-U

--ul-uulu-ulu-ul-u

__U_Una*75carantigunapramekah*7610411

20ノ'ortyfour(or/bグ 砂 一孟ゐree
,)α1ら季αグo熔lost.21[bhimnimarg.].22[oya].23[1abham]. ,

24-mu-;-vi- .25eightaksaraslo5義26ノ ガ 砂aksarasandJんenumeral3105ム27-tha.28

tsa.29」 ωeη 亀y-nineaksarasandthenumeral5105義30nu◎31彦 ωeπ 魂y-nineaksaraslost.

32-yi .33ka。34ro.35h廿.36twenty一 ノouraksaraslost.371a-.38eightaksaraslo5義

39-Stita .40Salp[tatra].41/bγ 砂 一sixα ゐ{Maraslost.

〔和 訳〕
ゐんみ よろこび

1.… …(そ れ を?)汝 らは皆 心 を一.に し,喜 悦 〔の心 を もっ〕 て聴 け(聴

くが よい)。
きよらか きよらか

2.僧 伽 は清 浄 な 目的 を もつ もの で あ り,そ れ は何 時 も白浄 で,所 得 多 き

(原意 は,所 得 を得 た一 目的 を達成 した)も の で あ る。 〔そ れ故〕 不 品 行 な行 い

の な い 〔者 た ちが〕 僧 伽 に は見 出 され るで あ ろ う(ま たは,見 出さるべ きで

ある,見 出 され んことを,な ど。以下 も同 じ)。 不 品行 な行 い の あ る者 た ち は

僧 伽 の外 にあ り(=僧 伽 にはいず),そ して清 浄 な行 い の者 た ち 〔の み〕 が

僧 伽 に は見 出 され るで あ ろ う。

3.ま た,清 浄 な心 を有 し,解 脱 した(=汚 れのない)知 性 を もつ … … 〔者

た ちが〕 僧 伽 に は見 出 され る で あ ろ う… …

4.… …不 品行 な行 い の あ る者 た ち は常 に僧 伽 に はいず,戒 の 欠如 者 た る者
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た ち は(も)僧 伽 の外 にあ る 〔で あ ろ う〕(ま たは,あ る 〔べ きである〕,あ ら

〔んことを〕,な ど)。

5.例 えば,〔 仏 の嬢 母 の〕 ゴー タ ミーが 金 色 の衣 を手 に執 って 〔仏 の 許 に〕

さ さ

行 き,近 づ い て牡 牛 の よ うな 人(=仏)に 〔そ れ を献 上 げ よ う と した と き

に〕,大 師(仏)は 「僧 伽 に布 施 せ よ」 〔と言 わ れ て〕 決 して 〔そ れ に〕 近

寄 ろ う と(=手 に しようと)さ れ なか っ た(が,こ の よ う に?)… …

6.… … 行 き,近 づ い て牡 牛 の よ う な人 に 〔そ れ を献 上 げ よ う と した と き

に〕,大 師 は 「僧 伽 に布 施 せ よ」 〔と言 わ れ て〕 決 して 〔そ れ に〕 近 寄 ろ う

と され な か っ たが,こ の よ うに僧 伽 は広 大(=偉 大)で … …

7.そ の時,7番 目の聖 者(=釈 尊)に 対 して称 讃 の辞 を述 べ た者 〔が あ り,

彼 〕 は,千 の 眼 を有 す る方(=仏 〉 の 側 に行 っ て,〔 次 の よ う に〕 申 し上

げ た,「 律 に対 して広 大 な希 求心 の あ る(=律 を非常 に希求 している)者 た ち

は,〔 一 体 〕 ど こ に(ど こかに?)い る の で し ょ うか」。 そ の,僧 伽 の 中 の

最 上 の 師 に,ジ ナ(勝 者=仏)は 〔次 の よ うに〕 言 わ れ た。

8.「 無 比 の … … 限 り,… …(僧 伽 に は?)更 に見 出 され る で あ ろ う。 あ た

ガ ナ ガ ナ

か も,最 上 の共 同 体(=僧 伽)に は,素 晴 しい,最 高 の 〔人 々 の〕 集 ま り

が あ る よ う に(ま たは,最 上 の功徳 を有す る人 〔=仏?〕 には,素 晴 しい,最 高

の功徳がある 〔=具わっている〕 ように,な ど)。

9.〔 法〕 輪 を転 じ られ る 〔方 で あ る〕 ジ ナ た ち に対 して 〔そ の〕 名 声 を高

め て,ス ガ タ(善 逝=仏)に お け る(ま たは,ス ガ タへ の 〔=に 至 る〕?)不

壊 の道 を護 る者,〔 そ の道 とは〕 苦 と苦 の原 因 と 〔苦 の〕 滅 と 〔苦 の滅 へ

の〕 道 と 〔い う四諦(の 謂?)〕 で あ るが,そ の よ うな,般 若 波 羅 蜜 を得

た者 た ちが僧 伽 に は見 出 され るで あ ろ う。

10.〔 経 ・律 ・論 の〕 三蔵 に完 全 に通 曉 し,… … この よ うな,知 識 力 を具 え

た者 た ちが僧 伽 に は見 出 され る で あ ろ う。
よ ろ こ び

11.さ ま ざ ま な形 で所 得(得 べ きもの)を 得 て も喜 悦 心 を生 ぜ ず,〔 反 対 に〕

う れ い

所 得 を得 な くて も憂iは 〔な く〕,須 弥 山 の如 く,山 の よ う に 〔泰 然 と し
いか

て〕 少 しも瞑 るこ との ない,そ の山々の王 の ような者 たちが僧伽 には見 出
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され るで あ ろ う。

12.こ こで(こ の世 において),〔 欲 有 ・色 有 ・無 色 有 の〕 三 有(生 存 の3種 の

う れ い お そ れ

在 り方)に 対 す る如 何 な る愁 苦 もな く,… … 恐 怖 心 が な く,… … 除 き去 る
う れ い

(去った)者,〔 その〕 悲愁 に打 ち負 か され ない ジナの息子 た ちが僧伽 には

見 出 され るであ ろう。
ひ と り と く

13.ま た,孤 独 で(人 里 を離れ て〉,善 徳 を具 え て,山 の 洞 窟 に 〔住 み〕,そ
お そ れ くう

して 〔百〕 獣 の王 た る獅 子 の よ うに怖 畏 心 が な く,空 に住 し,無;..A(Rの

ない境地)に 住 す る者,そ の よ うな,禅 定 波 羅 蜜 を得 た 者 た ち が僧 伽 には

見 出 され るで あ ろ う。
と く

14.… …無 量 の功 徳 を具 え た者 た ち は,行 か な い(動 じない?)〔 で あ ろ う〕

(?)

*1dad.

この語 は,文 法 的 には,前 の文 を承 け若 し くは表 す もの と して,中 性(A38,n.)の

tad>弼 をそ の ま ま想 定 し推測 す べ き ところで あ ろ うが,た だ,韻 律 上 この部 分 に

は1音 節 で しか も長音 の語 が 期 待一 要 求 され る た め,こ の文 書 即 ち カ ロー シ ュテ

ィー文字 の綴 字法 とい うこ とも考慮 して,こ の ような語 形 を想定 してみ た(因 み に,

文章 的 に は,こ の 第4詩 句 の行 頭 の この位 置 に は動 詞 のsrunothaの 主語 か若 し く

は 目的語 の どち らかが 来 てい た ろ う ことは比較 的容易 に推 測 され ようが,そ の 中,

主語 は,例 えばyuyam〈yuyamの 如 く 〔長 音 の〕2音 節 とな って しま うので,こ

の場 合 に は不 可 とい うこ とにな ろ う)。

*2=sarve,m1CI

*3こ の語 の欠落 した一 判読 不 能 な 字 の部 分 には,韻 律 上 短音 が来 る(す な

わ ち,欠 落 した音節 は短音節 となる)こ とが知 られ るが,文 意上 とい う こ とも考慮

して,こ の ような語 形 を想 定 し,復 原 し補 ってみ た。

*40rsrunatha?=srnuta.(m.c.も 加 味 した?BHS形 。 な お,同 じBHSに お け

るsrunatha[>srunatha?m.c.」 の方 の語形 につい て は,seeBHSG,§24.7.)

*5こ の 語 は,底 本 の異読 に従 っ て 異 読 を採 用 してsuddh・yaの 如 く読 み,

解 す る こ と も必ず しも不 可 能 で はない が(た だ し,そ の場 合 には,後 の*6に 述べ

る こ と一 理 由 に よって,次 のsamghaの 語 を中性 〔の主格(N.sg.,n.)〕 と見 な けれ

ば な らな くなる ので,更 にsuddhamyaの 如 く改 むべ き とい う こ とに なろ う),し

か し,も しそ う解 した場 合 に は,一 文 中 に略 同義 のsuddha一 と後 に来 るsuci一 の

両 語 が重 な り競 合 す る こ とにな って しまって,あ ま り面 白 くない一 つ ま り,幾 分,



カ ロー シュテ ィー文書 第511番 につ いて(2)(195)

と言 うか む しろ多 分 に,不 都合?と い うこ とに なろ う。 そ こで,こ こで は暫 く

底本 の読 み の まま,そ れ に従 ってお くこ とに した。

*6原 綴 のsadataの3字=3音 か ら は,sadatam(=sadatam/tad)とsatatam

(〈satatam)と い う2つ の語形 が想 定 ・復 原(回 復)さ れ よ うが,そ の どち らの語

形一 語句 を採 る に して も,共 に多少 の疑 問 や 問題 点等 は免 れ ない ようで あ る。例 え

ば,先 ず 後 者 のsatatalpに 関 して言 え ば,第2,第3音 節 の 同 じtの 子 音 に対 し

て原 綴 で は第2字 と第3字 にそ れ ぞ れ 別 の字(音=子 音)が,特 に第2字 にはd

の音一 字 が充 て られ てい る とい う こ と,一 方 また前者 のsadatamに 関 して も,前

語(sada=sada)の 方 には特 に問題 等 は ない に して も,後 のtamに 関 して は,文 意

上 この語 形 は対格 で は な く主格 を表 す と見 られ したが って その 「性 」 も男 性 よ りは

中性 と一 一 す なわ ち,tam<tamは(男 性 の対 格[A.sg.,肱]で は な くて)中 性!の

主格(N.sg.n.)を 表 す と 一 見 るべ きもの とい うこ とにな ろ うが,も しそ うとす る

とそ れ を受 け るべ き(tam<tamが 係 る,つ ま りそれ に修 飾 され る)samgha一 も当

然 同 じ 中性 と見 る べ き こ と に な る で あ ろ う,と い う こ とで あ る(因 み に,該

samgha-一 の語 は,Skt.及 びパ ー リ語 で は共 に男性 とされ てい る)。

こ う して,原 綴 の この3字=3音 が表 す一一 表 そ う とす る?一 語形 につ いて は,

共 にそれぞ れ何 らかの意 味や 形 で疑 問や困 難等 を避 け得 ない とい うこ とにな るが,

こ こで は,字 音 一綴 字 法 上 の 問題 点 よ りはsamgha一 の 「性」 を優 先 させ る とい う

こ とで,satatam(<Satatam)の 方 を採 ってお くこ とに した。

*7こ の 語 の 原 綴 のvigha[garbha]な る字 音 は,解 釈=復 原 が や や か な

り!?難 しい もの の よ うに思 わ れ る。 と言 うの も,こ れ の後 半部 の つ ま り[]

内 の 語 形 に 関 し て は,そ の 標 記(garbha)或 い は異 読(labha)か ら,そ れ が

garbha一 若 し くはlabha一 とも に名 詞 を表 した もの と見 て大 過 な い よう に

思 わ れ よ うが,し か しそ の一 方,前 半部 のvighaの 綴 字一 字音 か ら(前 者 の 音節

は韻 律 上 長 音 とな る こ とが 要 請一 要 求 され る とい う こ と も加 えて)想 定 さ れ る

viggha=vighna-,vigga=vigna一 乃 至vega一 等 の 語 形 は,単 独 で,或 い は複 合 語

(comp・and)と して も,そ れ ら を前 記 のgarbha一 やlabha一 と結 び付 け よ う と して

もそれ程 意味 の通 じる ような もの=語 句 はで きない よ うに思 われ るか らで あ る。

とい うこ とで,こ こで は,文 意 や用 語 の適切 さ,つ ま りあ ま り特 異 で特殊 な語 や 言

い 回 し等 は用 い た りな され なか った ので は ないか とい うこ と も考 慮 しつ つ,字 形 上

の問 題 は,特 に第2字 に関 しては多 少 とい うよ りも,か な り?!残 るか も

しれ ないが,viは1aの,ま たghaはdhaの それぞ れ写誤一 誤 読 で は ない か と見 て,

(後 半 部 は異 読 の方 を採用 す る形 で)か く解 し,改 め てみ る こ とに した(因 み に,

これ即 ちlabdhalabha-一 の語 そ の もの で は ない が,同 工 の言 表=labham》labhの

語句一 文 言 は第11偶 に も見 られ る。Seeinfrav.11,padab[&aD。

(*8…*8)こ こで は,文 脈上,こ の言 表通 りにで はな く,前 後 に関係 代 名詞 を伴

った,す なわ ち ッθ亨卿nastivivarりa中caraりalμeの 意 味 で言 わ れ表 現 されて い る も
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の と考 え られ る(こ こで も,そ の よ う に解 し,訳 も付 け て お い た)。

*g<upalabl)he,71L.C.=upalabhyeran.

底 本 のupalabhiな る語 形 一 読 み か らは,(韻 律 上,こ の 語 の 第3音 節 は 長 音 で,そ
　

れ以外 は全 て短 音節 とな る とい う こ と等 も考慮 に入 れて)幾 つか の復 原一 再 興形 が

可 能 な よ うに思 われ ようが,こ こで は,こ の語 の語 形 や意 味,そ れ に綴 字法一 特

に,「 ・。」 の記 号 の用 法一 上 の特 徴 等 か ら,こ の語 形 は受 身の 願 望 法(3p知p義,

pass.)を 表 す もの と見 て,か く解 し復 原 して み る こ とに した。 因 み に,Vlabhの

受 身 の語幹 がlabbha(=labhya)と なる こ とについ て は特 に問 題 は ない で あ ろ うが,

(受 身 の,す なわ ちAtmanepadaの)願 望 法 の複 数3人 称 の語尾 がBHSで はeと

もなる(な り得 る!)す なわ ち,受 身 に もAtmanepadaの 代 りにParasmaipa-

daの 語尾 が 用 い られ,そ の願 望 法の(Parasmaipadaの)複 数3人 称 の語尾 がeで

も表 され得 る 一 こ とにつ いて は,seeBHSα §37.10&§29.15.

*100rto?(原 綴 のteは,文 法 的 には正 しいが,韻 律 上 こ この 音節 は短 音 とな っ

て長音 が許 され ない ため,か く改 め る。)

*11=-manasvinas,m.c.

なお,原 綴 のsvの 重 子音 は,そ の ま まで はそ れ に先 立 つ音 節 を長 くす る こ とに な

るが,当 該 の音節 は韻 律 上 は短音 で な けれ ばな らな い(短 音 で あ る こ とが要 求 され

る)た め,或 い は単 子 音 と して扱 わ れ 単 子 音 的 に,つ ま り例 え ば 一manasina

の よ うに読 まれ=発 音 され てい た のか も しれ ない。

*12底 本 の 欠落 判 読不 能 字 を,注 に示 され た異 読 に よ り補 う(注 に は,異

読?と してmu,vi2つ の読 みが 与 え られ てい るが,或 い は,後 者 の読 み を採 って

vivikta一 とす る こ とも可?)。

*13=-buddhayas.(文 意 や 語 意,及 び綴 字 法上 の特徴 等 か ら,こ の よ うな語 形 を

想 定 し,復 原 し補 っ てみ た。 なお,i語 基 の男 性 の 複 数 の 主格[N.pl.,刎 〔及 び,

対 格 も〕 がBHSで 一丁と 〔も〕 な る こ とにつ い て は,seeBHSG,§10.179.因 み

に,同 所 にはasangabuddhi及 びbalabuddhaと い う例一 実例!一 も掲 出 されて

い る。)

(*14…*14)こ の部分,底 本 の読 みの ま まで は字音 がや や 区 々過 ぎて語 や句 をなす

程 には繋 が らず,復 原一 再 興不 能 。

(*15…*15)orye(C$)vi(varna)caranah?

(*16…*ユ6)底 本 の2字 の欠 落 判読 不 能 字 は,文 意上(及 び韻律 上)か く

想 定 し,復 原 し補 って みた。

*170rto?=te,m.c.

*18=samghe,m.c.

*19原 綴 のsaは,字 形 上 は多少 問題 が あ るか も しれ ないが,異 読 のtsaを 参 考 に,

文意 等 も考慮 して,か く訂 正 し復原 してみた。

*20=bhavanti,m.c.(こ のbhava>bhoの 語幹 形 につ い て は,前 項 の*37,*40,
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及 び後 の*41も 併 せ 参照 。)

*21=yatha,m.c.(な お,こ の 語 の部分 は,短 音2つ で長 音 に代 える とい う,所 謂

るhypermetricの 形 にな ってい る。)

*22grhitvaの(肱 α も含 め た)BHS形 。 な お,こ の語 形 の 場 合 も含 め て,BHS

にお け る(tvaで は な く)iya<yaの 接 尾 辞 に よるGerundの 用例 と形 な どにつ い

て は,seeBHSG,§ §35.37-44.

*230rniryatayati?=niryatayati,m.c.(こ の 語 の語 形 と,特 に語 義 に 関 して は,

seeBHSD,s.v.`niryatayati.')

*24原 綴 のgamのmは,次 のmに 引 か れ て の もの?(同 様 の例 は,表 面 の場 合

に も見 られ た。 表面 の第11偶,及 び前 項 の*63を 共 に参 照 。)

*25原 綴 のraは,こ の音 節 正確 には,こ れ を含 む音 節 が長 音 節 で あ る こ

とを示 す ため の もの?(同 様 の例 は,表 面 の場 合 に も見 られ た。表面 の第1偶 第3

詩句 の 中のanalpaka・n,及 び前 項 の*7を 共 に参 照 。)こ こで は,こ れの母 音 を長 く

すべ き特 別 の理 由等 もない ため,か く(短 母音 に)改 め る。 なお,次 の第6偶 にお

け る同語 の綴 字 法 も併 せ 参照 。

*26原 綴 のghiは,韻 律 を見誤 って短音 節 と考 えての もの?こ こで は,韻 律 上 こ

の音 節 は長 くな るた め,言 わ ば正 規 のSkt.形 に復 す形 に もなるが,か く改 め る こ

とに した。

*27Pa.id.(&alsode}1i)ニdehi.

(*28…*28)こ の第5偶 は,一 一見 して明 らか な ように,次 の第6偶 と並 行 す る(パ

ラ レルな)言 表及 び内容 の もの=文 に なっ てい る と考 え られ る。そ こで,そ の こ と

つ ま り第5,6の 両偶 が並 行 文(パ ラ レル)を な してい る との こ とか ら,そ して ま

た両掲 の第2,3詩 句 が全 同 とな ってい る こ とか ら も比 較 的容易 に推 測 され る よう

に異 なるの はただ第1詩 句 の部 分 の み とす れ ば,こ の 第4詩 句 に も次 の第6偶 の第

4詩 句 と 大 略 同 じ言 表 一 文 言 の も の を,す な わ ち,例 え ばevamsasamgha

vipulo...の 如 き言 表 の文 句(文)な どを,推 測一 想 定 し補 って や る こ と もで きる

か も しれ ない。

(*29…*29)こ の第1詩 句 の部 分 に も,前 の第5偶 の場 合 と同様 に,あ る人物 名 と

そ の人物 が何 かあ る物 を仏 に供 養一 布 施 しよ う と した とい う,仏 伝 上 かな り!一 若

し くは,少 な くと もあ る程 度 よ く知 られ た伝 承 乃至 挿話 が記 され述べ られ てい

たので は ない か と推測一想 像 され るが,そ れが 果 して どの よ うな もの であ ったの か,

内容 等 は一切 不 明 なの で,し たが って,こ の部分 の回復一 復 原 も不 可 能 とい うこ と

にな ろ う。

*30こ の語 は,前 の 第5偏 の第2詩 句 のniryadayatiと 同 じもの=語 を表す と考 え

られ るので,そ れ を基 に,か く復 原 し補 ってみ た。

(*31…*31)こ の第6偶 は,第5偶 と並 行 文 をな して い る と考 え られ るが,そ の 第

5偏 の第1詩 句 の 部分 を見 る と,構 文 上 同偏 はyatha=yathaで 始 ま る関係 副詞 文
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にな ってい る こ とが知 られ る。 そ こで1こ の第6偶 も同 じ関係 副 詞 の構二文 で表 され,

つ ま り第1詩 句 がyatha=yathaで 始 まって い た とす る と,こ の第4詩 句 に はそ の

関係 副 詞 のyatha=yathaを 受 け る例 え ばtatha若 し くはevam等 の 副 詞 の 来 る こ

とが推 測 され よ う。一 方 また,こ こで は僧 伽 の功 徳 や優越 性等 の こ とが説 か れ てい

るわ けで あ るか ら,こ の ような こ とを基 に若 しくは考 慮 しつ つ,原 綴 のaはeの,

またtraはvamの,.iはsamの,そ してrnaはghaの,そ れぞ れ謂一 誤 字 若 し

くは誤 読?と 見 て,か く解 し回復 ・復 原 して みる こ とに した。実 際 に も,字 形

上 もその よ うな写誤 等 の こ とは全 く有 り得 な い こ とで は ない と,少 な くと も筆 者 に

は考 え られ想 定 され る わけで あ るが,果 して如何 な もので あ ろ うか 。

(*32…*32)こ の部 分,底 本 の読 みの ままで は字 音 がや や区 々過 ぎて語 や句 をなす

程 には繋 が らず,復 原一 再構 不 能。

*33底 本 の この読 み は,原 綴 の ま まで は韻律 と合 致 せず(韻 律 上,こ の語 の 第2音

節 は長 音 とな る こ とが 要求 され る),ま た前 のvipulOと も重 複 して しま うこ とに な

るの で,何 らか の写 誤一 誤読 が あ るの で はない か とも考 え られ るが,そ れ(ら?)

が何 であ るの か は不 明 なため,今 は暫 くこの ままで置 くこ とにす る。

*34Pa.id.(8calsoattha)=atra.

*35=abhani,m.c.?(orrather=abhanit?な お,後 の第2詩 句 のavaciの 語 形 も併

せ 参照 。)

*36原 綴 のsoは,文 法 的 に も,ま た韻律 上 こ この 音節 は短音 とな って長音 が 許 さ

れ こ とか ら も,か く改 め る(因 み に,こ の部 分 も,こ のsaと 次 の語 頭 のsaの 短

音2つ で長 音 に代 え る所 謂 るhypermetricの 形 に なって い る)。

*370r-aksu?_-aksam.

底 本 のsahasracKa(=sahasraksa-)の 読 み一 語 形 は,複 合 語 と して 連 声 法(San-

dhi)的 には正 しい が,韻 律 の都 合 上,こ こで は この よ う に,つ ま り一 見 連 声せ ず

母 音接 続(hiatus)を 起 してい る よ うな形 に,改 め る(そ の こ と,つ ま り母音 接 続

してい るが実 は複合 語 で あ る こ とを示す ため,こ こで は,ハ イ フンを付 けて表 す こ

とに した)。

*38=avaci,m.c.2(な お,前 の第1詩 句 のabhapl,及 び後 の第4詩 句 のavaciの 両

語 形 も併 せ 参 照。 因 み に,BHSに は,〔 ア オ リス ト[3sg.aor.,P.]形 と して〕 これ と

後 者 のavaciの 両 方 と も見 られ る。SeeBHSG,§32.24.)

(*39…*39)こ の第3詩 句 の部 分 は,特 に底 本 の読 み その ま まの形 で は,文 意 が よ

く通 じない と ころが あ る よ うに思 わ れ る(特 に,原 綴 のvinayahiの 語 形 が,こ れ

をその ままvinayebhisと 取 る にせ よ,或 い はvinayahivinayaは,こ の 場合 に

は動 詞[2sg.impv.,P.]の 意 に解 す る にせ よ,文 章 の 中 で の 意 味 が よ く分 らな

い)。 そ こで,こ こで は,字 形 上 は多 少 問題 な し とは しない か も しれ ない が,原 綴

のthaはsa(或 い は,む しろsu?)の,ま たhiはyaの,そ れぞ れ写 誤一 誤 読 と

見,ま た こ の 第3詩 句 はkva～ θ5α観 乃 加"απ距yesambhavativinayayavipula
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kanksaの 如 き文意 を表 そ う と した もの と考 えて,か く解 し改 め てみ る こ とに した。

*400ryesu?=yesam,m.c.

*41=bhavati,m.c.(こ のbhava>bhoの 語 幹形 につ いて は,前 項 の*37,*40,及

び前 の*20も 併せ 参照 。)

*42=guruttamasya.(原 綴 のguruktamasyaを か く改 め る 〔べ き?〕 こ とにつ い て

は,前 項 の*9を 参照 。)

*430rapratima?原 綴 のmeは,文 法 的 に は恐 ら く正 しい の であ ろ うが,韻 律 上

は この語 の この位 置 の音節 は短 くな る こ とが要 求 され るの で,か く改 め る。

(*44…*44)こ のganavaro,gana-uttamasyaのgana一 は,文 意 上 は共 にguna一 の

意 に解 す る したが って,そ う改 め る?!一 こ と も可 。 そ の(gana-,guna一 の)

どち らに解 すべ きか につ い ては,こ の 第8偶 は欠落 部が 多 く,残 され た部 分 だ けか

ら判 定一 判 断す るの はや や か な り?難 しい よ うに思 わ れ る。 そ こで,こ こ

で は,言 わば暫定 的 に(底 本 の読 み ・=原綴 に も従 う形で)か く解 してお くこ とに し

た。

*45=ganottamasya.

複合 語 と しての この語 の 前分 のgana一 と後 分 のuttama一 が一 見 連声 せ ず に母音 接

続 をな して い る よう に見 え るの は,韻 律 上 の都 合一 理 由 に よる(*37の 場 合 と同

様 に,こ こで もハ イ フ ンを付 して そ の こ と 〔=母 音 接 続〕 を示 してお くこ とにす

る)。 因み に,こ の語(ga孕ottama-)は,表 面 の 第1～3偶 の各 第4詩 句 の 部分 に
ガ ナ

も共 に見 られ,ま たそこでは 「最上の共同体」 として僧伽 の意 に解 しておいたが,
ガ ナ

この ・ で は,も しこ の 語 を 「共 同体 の 中 の 最 上 者 」 の 意 に取 る こ と にす れ ば,

原 綴 のganautamasyaは 複 合 語 と はせ ず そ の ま まganauttamasya<ganeuttamasya
..

と して見 る こ とも出来 るか も しれない 。

(*46…*46)こ の第1詩 句 の部分 は,一 部 には欠字 判読 不 能字 も存 す る と

い うこ ともあ って,そ れだ け余計 に理解 や解釈 も難 しい ものの よ うに思 われ る。 こ

こで は,こ こに示 したそれ とは別様 の捉 え方 や解釈 等 も当然 可 能で,ま たい ろいろ

考 え られ るで あ ろ うが,取 敢 えず この ように欠 落部 を補 って 回復 ・復 原 し,そ して

和訳 や次 の*47な どに示 した如 く解 して お くことに した。

*47こ の語 は,通 常 は世俗 界 の最 高位 者 であ る 「転 輪聖 王」 を表 す語 であ るが,こ

の場 合 には,そ の転 輪聖 王 の意 で は この第1詩 句 は(か な り!?)文 意 が取 り難 く

な る と思 われ るので,こ こで は,そ の特 に前半 のcakra一 は 疏 α侃 αcakra一 の意 で,

つ ま りこの語 自体 も例 え ばdharmacakrapravartin一 の如 き もの(意 味)を 表 し,そ

の意 味 で用 い られ てい る と解 す る こ とに した。 因み に,こ の ような語 形 の語 は通常

の辞 典等 に は見 られ ない 見 出語 と して採 録 され てい ない が,そ れ は,一 つ

に は韻律 上 の制 約 とい う理 由 に(も)よ る と して,意 味 の上 で はそ れ ら(辞 典 類)

に掲 出 され て い るdharmacakrapravartana-/ovartaka一 な ど と同 じ もの と見 る,と

い う こ とであ る。
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なお,念 の た め に付 言 す れ ば,そ の際,こ のcakravartiと 次 のjinanam=jinanam

の両語 の 関係 につ い て は,(後 者 を前 者 の 目的語 意味 上 の の如 く,す なわ

ち 「ジナ(=仏)た ちに対 して 〔法〕輪 を転 じる者」 の意 に,で はな く)両 者 は同

格 一 若 し くは,前 者 は後 者 に係 る修飾 語 一一 と見,そ う解 すべ きもの とい う こ と

にな ろ う。

*48=abhinna_,m.c.

*49原 綴 のkhaは,こ の音節 が 長音 節 であ る こ とを示 す ため の もの?(こ の点,

及 び これの母 音 を短母 音 に改 め た こ とに関 しては,前 の*25も 併せ 参 照。)

*50こ こで は,原 綴 のprは,韻 律 上 は単子 音 と して扱 われ てい る(こ の 点 につ い

て は,ま たハ イ フ ンの意 味 につい て も,前 項の*44も 併 せ 参照)

*510rPrajfia-?=P「 ・__ajna-,m.c.

*520r-paramigata?(す な わ ち,原 綴 のteは,ta/toの 写誤一 誤 読?若 しくは,

文頭 の代 名詞 のteに 引 か れ ての もの?な お,こ の点,つ ま り 一paramigate/-gata

の語 形 の問題 に関 して は,後 の第13偶 の第4詩 句 の場 合 の例=綴 字 法 も併 せ参 照 。

また,原 綴 のramのmは,次 のmに 引 か れ て の もの?そ の後 者 の点 に関 して

は,前 の*24も 併 せ 参照 。 因 み に,こ の場 合 には,韻 律 上 は この音節 は 〔*24の

場 合 とは異 な って〕 短 くな る。)

*53=pra〕anant1,m.c.

原 綴 の1(及 び,異 読 のhuも)は,そ の ま ま で は 意 味 を な さ な い 意 味 を な す

語 とは な ら な い の で,こ こで は,字 形 上 は多 少 問 題 な し と は しな い か も しれ な

い が,文 意 等 の こ と を考 え て,こ の 字 はjaの(或 い は,む しろjam/jamの?た だ

し,字 末 のmは 次 のnに 引 か れ て の もの?と し て)写 誤 一 誤 読 で は な い か と考 え

て,か く想 定 し復 原 して み る こ と に した 。

(*54…*54)こ の 部 分,底 本 の読 み の ま ま で は字 音 が や や 区 々 過 ぎ て語 や 句 を なす

程 に は 繋 が らず,復 原 一 再 興 不 能 。

*55=・rldbhuz=ldbham,m.c.(次 の 第2詩 句 のalabhitvalabhamの 言 表 を参 考

に,次 のiaddhva=labdhvaと 共 に そ れ とは 反 対 の 意 を表 そ う と した も の と考 え て,

か く補 い 回復 ・復 原 して み た 。)

*56<laddhva,m.C.=labdhva.

*57こ の 否 定 辞 のnaは,文 意 上 次 の 第2詩 句 に も係 る 若 し くは,第2詩 句 に

は 同語 が 省 略 さ れ て い る?と 考 え られ る 。

*58Pa.id.(8calsojanayanti}=janayanti,m.c.

*590rtesu?m.c.=tesam.

*60<alabhitva,m.c.z=alabdhva.(ofγ α漉εγ=alabhya?な お,こ の 言 わ ば 不 正

規 の?語 形 に つ い て は,第1詩 句 の1adhva〈laddhva=labdhvaの 〔正 規 の?つ ま

りanitの 〕 語 形 も併 せ 参 照 。)

(*61…*61)=meruriva.(こ こ で は,meruvaと い う底 本 の 読 み を 言 わ ば そ の ま
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ま活 か す 形 で か く回復 ・復 原 して み た が,韻 律 上 は ま た,〔BHSと して の 〕 文

法 上 も?merurvaの 如 くす る こ と も可 。)

*62原 綴 のghiは,gheの 写 誤 一 誤 読?(或 い は,前 語 のupalabhiのbhiに 引 か

れ て の もの=写 誤?)

*63原 綴 のSUは,そ の ま まで は 意 味 を なす 語 と は な らな い の で,suの 転 音 若

し くは,写 誤一 誤 読?な どで は な い か と考 え,か く解 し改 め て み た 。'

*640riha?=iha,m.c.(原 綴 のhamはha/haの 写 誤 一 誤 読?)

*650r-bhavanu?=-bhavanam,m.c.

(*66…*66)こ の部 分,底 本 の読 み の ま までは字音 が やや 区 々過 ぎて語 や句 をなす

程 には繋 が らず,復 原一 再興不 能 。

*67底 本 の欠字一 判読 不 明字 を,文 意 を考 えて,か く補 い復原 してみた。

(*68…*68)こ の部 分,底 本 の読 み の ま までは字音 が やや 区 々過 ぎ,ま た韻律 的 に

も1音 超 過 す る こ とにな って余計 に,語 や句 をなす程 には繋 が らず,復 原一 再 興不

能 。

*69原 綴 の[su]及 びkhaは,そ の ままで は意味 をなす語 や句 に はな らな いの で,

そ れぞ れsu及 びkaの 転 音一 若 し くは,写 誤 一 誤 読?一 な どで は ない か と考

え,か く解 し改 め てみ た。

*70=astambhinas(?)こ のacchambhin-(Pa.id.)の 語 につ い て は,seeBHSB,s.

V.(ま た,-in語 基 の男 性 ・複 数 の主格 〔及 び対 格〕 の語尾 が 一iyoで 〔も〕表 され

る こ とにつ い て は,seeBHSG,§10.168・)

*71=simha-(simhas).

*720rmrganu?=mrganam,m.c.

*73原 綴 のsumの 甲 は,次 のnに 引 か れ て の もの?(こ の点 に関 して は,前 の

*24及 び*52も 併 せ 参照 。)

*74Pa.id.=dhyana-.

この語 の原綴 のlaは,(頭 音 の子音 の)j/jhの 音 の交替 や変 化,若 しくは混 同 な ど

を表 す とい う よ りも,こ の文字 即 ちカ ロー シュ テ ィー文 字 の用法 上 の都 合 や理 由 に

よる もので,つ ま り,こ の カロー シ ュテ ィー文字 の体 系 で は,通 常?字 母 のjhは

Skt.に は ない イ ラ ン語 系 のzの 音 を表 す ため に充 て られ て,そ の ため にイ ン ド語

のjhを 表 す場 合 に もその ま まは使 え ない ため に,代 りに用 い られ た もので あ ろ う

(こ の点,つ ま りカ ロー シュ テ ィー文 字 にお け るjhの 用 法一 用字 に関 して は,例 え

ば1ζ肋γ05ψτ1π5c勿琵o鵜pt.III,p.303な どを参 照)。

*75こ のnaは,否 定 辞 のnaか,そ れ と も前 語 の語 末 を表 す の か は,こ れの 前 の

部分 が知 られ ないの で,不 明。

*76=gunaprameyas.

底 本 のgunaapramekaの 読 み は,こ れ を そ の ま ま活 して採 る とす れ ば,例 え ば

guna-apramekah/Ok鈎 の如 く,前 語 と後 語 が母 音接 続 を保 った ま まの つ ま り,
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連 声 して い ない形 の一 複合 語 と解す べ き もの とい うこ とになろ うが,そ して この

語句 だけ に限 って言 えばそ れで一 向 に不 都 合等 はない わ けで あるが,た だ,そ う解

し復 原 した場 合 には,韻 律 上 この語 の前 に来 る字音 字 の読 み一 や語 形 の復 原

等 にかな り大 きな変 更 を余儀 な くされ る とい うこ とにな ろ う。具 体 的 に は,例 え ば

原 綴 の[caralpti]は2字 目のramをraと 読 み変 え て(す な わ ち,ramはraの

写誤 一 誤 読 と見 て)caratiの 如 く回復 ・復 原 し,更 にcarati(ま た は,caranti!)

の韻 律上 の理 由一 都合 に よる変 形 と見 る こ とに な る,な ど。 そ して,こ の場 合 に は,

そ の両 者,つ ま り底 本 のgunaapramekaの 読 み を連 声 した一 正 規 の!一 複 合

語 の形 に改 め る こ とと,そ れ の前 の[caramti]の 読 み に も回復一 復 原 した語 形 に

も大 きな?変 更 を加 え る こ との どち らを選 ぶ か とい う こ とになろ うが,こ こで は,

い くつ かの理 由 か ら前者 の方が都 合 が よい よ うに考 え,そ ち ら(前 者)を 選 んで か

く改 め てみ る こ とに した。

なお,念 の ため に付 言 す れ ば,原 綴 のapramekaはaprameya一 の 言 わ ば ガ ンダー

ラ語 形 と も言 うべ きもの=語 形 。

5お わ りに

以 上,前 世 紀 つ ま り20世 紀 の初 期 に イギ リス の ス タイ ン に よ って 中央 ア ジ ア

の 東 トル キ ス タ ン地 方 の 沙 漠 の 中 の ニ ヤ(Niya)な る一 オ ア シ ス 遺 跡 か ら 出

土 ・発 見 され た カ ロ ー シ ュ テ ィー文 字 で 表 され た 一連 の 文 書 群 の 中で`511'の

整 理 番 号 を与 え られ た ものe文 書(テ キス ト)に つ い て,検 討 乃 至 考 察 ら し き

もの を筆 者 な りに些 か乍 ら試 み て み た。 す な わ ち,こ の 文 書(テ キス ト)と い

うの は,カ ロ ー シ ュテ ィー文 字特 有 の綴 字 法 に よ って表 され乍 ら も,こ れが偶

頒 で 表 され た もの で あ る とい う こ とか ら,そ の韻 律 を基 に,ま た は参 考 に,そ

の原 語 につ い て少 し く調べ て み る と,実 は通 常 同文 字 が 表 す と され る ガ ンダ ー

ラ語(Gandhari)よ りは サ ンス ク リ ッ ト と言 うか,む しろ,そ れ に0部 プ

ラー ク リ ッ ト的 な要 素 も交 え た形 の,仏 教 梵 語(BuddhisthybridSanskrit)

に よ り近 く思 わ れ,し たが って,も と もとは それ一 一 仏 教 梵 語!で 表 され

て い た もの が ただ標 記 一 綴 字 法 だ け ガ ン ダー ラ語 的 に改 め られ た だ け の もの と

見 て,元 の(仏 教梵語の)形 へ の 回復 ・復 原 若 し くは 再 構 と,そ れ か らの和 訳

等 の こ とを行 って み た,と い うわ け で あ る 。何 分,菲 才 の 身 に て,そ の よ うな
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筆者 の試み も,そ の意気込 とは裏腹 にどれ程正鵠 を射 る ことが出来,し たが っ

て功 も奏 し得 たのか とい うこ とについては筆者 と しては伍泥 たる思い を禁 じ得

ず,そ の点 ただ識者の批正 と示教 を侯 つのみであるが,と もあれ,そ れ らの こ

とは さて置い て,例 え未熟 で拙 い ものではあ って も,本 稿が この方面 の研 究 に

対 して何程かで も資す る ところがあ った とす れば,筆 者 と しては幸い とい うこ

とになろ う。

この,主 と してス タイ ン 及 び,他 の探検家 たち に よって 中央 アジア

か ら発見 ・発 掘 されて将来 された カロー シュテ ィー文書 は,特 にわが 国で は歴

史学者,就 中東洋史の 中で も中央 アジアー 特 に,古 代 の?を 専 門にす る

学者 か らは一部注 目され,研 究 もあ る程度 はなされた ものの,そ れ以外 の例 え

ばイ ン ド関係 の研 究者や と りわけ仏教学 者 な どか らは これ迄 あ ま り顧 み られず,

したが って研 究 もそれ程 一殆 ど?さ れては来 なか った ようである。 その

ような中,近 年 はそ うしたつ ま りイン ド関係 や仏教 関係 の学者 の中に も該文書

に対 して興味 を有 し,研 究等 を試 み ようとす る人物 もあ る程度現 れる ようにな

ったが64),し か し,そ の ような学者や研 究者 に よる(イ ン ド学 や仏教学 の方面

か ら見 た)言 わば本格 的な研 究 はまだその緒 に就 いた許 りで,今 後 に解決 を侯

つ ような問題 や課題 は多 々残 され てい るので はないか と思 われ る。 とい うこと

で,そ の ような研究 に後 日を期 しつつ,取 敢 えず本稿 について はこの辺 で筆 を

欄 くことと したい。(完)

注

57)前 稿 は,「 カ ロー シュテ ィー文書 第511番 につ い て(1)」 『創価 大 学人 文論 集』 第13

号,2001年 。
さ さ

58)こ の,摩 詞 波 闊 波 提 が 仏 に 献 上 げ よ う と し た の は,パ ー リ の 原 典 一 原 語 で は

`navamdussayugam'と 表 さ れ て い る(seeMN
,vol.III,P.253)。 こ の 語,就 中

`d
ussayuga-'な る 語 の 原 意 は 「一 対(ま た は,一 揃 い,一 組)の(よ く 練 っ て?織

ら れ た)布 」 と い う こ と で あ る が(see,e.9.,s.v.dussayuga-:PTSD=`asuitofgar-

ments,'PTC=`suitofclothes;'dussa-:PZ'SD=`wovenmaterial,cloth,turbancloth;

(upper)garment,clothes,'PTC=`cloth,clothes,'Childers=`cloth;'dursa-:PW=

`eineArtGewebeoderGewand
,'MW=`akindofwovenclothorvesture;'dusya-:
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PW=`a}Zeug,StoffodereineArtZeug;Kattun;b)Zelt,'MW=`atent;clothes

orakindofcloth,cotton,calico,'BHSD=`akindofcloth,apparentlyofcottonbut

offinequality.'),こ れ に対 応 す べ き もの一 語 は漢 訳 で は 「新 金 縷黄 色 衣 」 の如 く

され(訳 され,若 し くは改 め られ?)て い る(大 正1,721c参 照)。 ところで,そ

の 「金 縷」 な る語(訳 語?)はNo.511の`suvarpavarpa」 に対 応 す る と も見 得 よ

うが,も しそ う と して漢 訳 の原 典一 原 文 に もそ れ に相 当す る ような もの=原 語 が実

際 にあ った とす れ ば,こ れ らcsuvarnavarna-'と 該 「金 縷」 の原 語?一 は,

或 い は後世 の付 加(若 しくは,増 広?)な ど とい う こ とになるの か も しれ ない 。

なお,こ の摩 詞 波 闊波提 に よる衣 の供 養一 布施 の伝 承 の 出所(出 典 ・典 拠等)に つ

い て は,後 注59)を 参 照。

5g)M配No.142`Dakkhinavibhangasutta,'vol.III,pp.253-57,及 び 『中 阿 含 経』 第

180経 「盟曇 弥経 」(大 正1,721c-23a)な ど参 照(こ れ ら以外 の出典 ・出所等 につ

い て は,例 えば赤沼 智善 『印度仏 教 固有 名詞 辞 典』 の`Mahapajapati'の 特 に 〔3〕

の 項 な どを参 照)。 なお,こ の 第5偏(の 内容)に 関 して は,簡 単 なが ら蓮 池 氏 も

触 れ られ てい る(前 注38)に 所 掲 の論 文,参 照)。

60)実 は,第5偶 に続 く第6偏 で も,摩 詞 波 閣波 提 に よる衣 の供 養一 布 施 と同程 度

に,つ ま り比 較 的 か な り?!一 よ く知 られた僧 伽 へ の布施 の伝 承 乃 至話 が 述

べ られ若 し くは主 題 と され てい たの では ない か とも推 測 され るが,た だ,同 偶 の場

合 には,も しそ う とす れ ばその 人物名 や布 施物 な どを示 して い る と思 われ る第1詩

句 の部分 が欠 落 してい る 判 読 不明 な ため に,そ の 人物 が誰 で また その伝承

一 話 が どの よ うな もので あ った のか等 につ い て窺 っ た り知 る こ とはで きない
。

61)因 み に,そ れ ら9偏 の 中で,大 略3行=3詩 句 か それ 以上 残 され てい る 判

読可 能 な の は第5,6,12の 計3偶,同 じ く2行(若 しくは,そ れ以上)の そ

れ は第4,8,10の3偶,そ して1行 前 後 か それ に も満 た ない ものが 第1,3,14

の計3偏,と い うこ とにそれ ぞれ なろ う(こ の点 に関 して は,後 掲 の テキス トの本

文部分 の各 偏 の箇 所 を参照)。

62)こ の点 に関 す る特 にバ ロー の言 につ いて は,前 注36)を 参 照。

63)こ こで は,出 版 され たテ キ ス トに付 され た注 記 につ い て は省 略(そ れ=テ キ ス

トの注 記 につ い て は,次 下 の テ キス トの本文 部 分 を参 照)。 また,筆 者 自身の補 っ

た り復 原 ・回復 した りした語形等 に対 す る注 記 は,後 の本 文部 分 との混 同 を避 け る

た め に,こ こで は(*で は な く)#印 を付 け た番 号 で表 す こと と し,そ れ に対 す る

説明文 は この部 分e第1偶 の復原 ・回復 文 の和訳 の後 に一括 して掲 げ るこ とに した。

64)例 え ば,前 稿 で触 れ た ものの他 に も,近 時 赤松 明彦氏 に よる 「楼 蘭 ・ニヤ 出土

カ ロ シュテ ィー文書 の和 訳 カロ シュテ ィー文書 に見 る西域 南道 」及 び 「楼

蘭 ・ニヤ 出土 カロシ ュテ ィー文書 につ いて」 とい う2つ の大部 の論 考が あ る(共 に,
ニ ヤ

冨谷 至編著 『流沙出土 の文字資料一 一楼蘭 ・尼雅文書 を中心 に一』京都大学学術

出版会,平 成13年,所 収)。


